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１．はじめに  

 我が国では，河川水系ごとに河川整備基本方針と

河川整備計画が策定され，利水，治水，環境の 3 面

から最適な流域計画が立案することが法律で定めら

れている．これらの河川整備は河川計画を行う上で

非常に密接な関係にある 1)．近年，世界各地で水災

害のリスクが高まっている．これまでに多くの洪水

防止・緩和対策が実施されてきたが，万全の対策に

は未だ至っておらず，適切な流域計画のあり方が見

直されてきている． 

２．背景及び目的 

 河川計画を進めるにあたり計画基準地点における

基本高水流量の設定が必要であり，この値は管理を

する上で有力な指標となる．基本高水流量は一般的

に過去の雨量データ及び実際に発生した洪水データ

を基にしている．100～200 年に一度の割合で発生す

る大雨による洪水を想定して算出されており，多く

の河川管理地域がこの手法を採用している．従来，

我が国では実績流量のデータが少ない理由などから，

総降雨量の年超過確率から流出解析を経て，基本高

水流量が算出されている．しかし，現状の手法では

実績降雨の引き伸ばし率や降雨流出モデルの選択等

において各自治体に相違があるため，不確実性が存

在する． 

以上の問題点があるため，降雨データのみを計画

の主軸として用いるのではなく，流量データのみに

よる基本高水流量の算定も合わせて検討するべきで

ある．しかしながら現時点で流量確率手法によって

基本高水流量が算出されている実例はない． 

３．手法 

 そこで著者らのグループでは，実際の既往洪水の

観測流量データの波形を利用して，超過洪水モデル

を作成する方法を提案した 2)．本モデルを富山県の

社会，経済の基盤をなしている神通川流域に適用し，

超過洪水による氾濫危険箇所の想定を行った．本研

究では超過洪水モデルを次の 3 つ提案する．(1) 洪

水流量増加波形；総流量とピーク流量の両方を増加

させる波形(図-1)，(2) ピーク流量増加波形；ピー

ク流量だけを増加させる波形(図-2)，(3) 長雨波形；

総降雨量を増加させ，長時間の降雨イベントの波形

(図-3)．いずれも既往最大降雨イベントの上位 10 位

までの洪水波形を利用している(図-4)．  

また，神通川の基本高水流量を例に挙げ，現状の

基本高水流量の課題点の検討を行った．国土交通省

では，河川流量を用いた確率値は規定に則って算出

された基本高水流量の検証として利用されている．

流量確率はその統計的根拠から雨量確率と同じ扱い

がされているため，検証目的でなく一義的に治水安

全度に見合うピーク流量決定の基準として採用でき

る可能性がある．今回，比較した流量は，雨量確率

手法を基に算出した1/150規模の流量(既存の基本高

水流量)と流量確率手法を基に算出した1/150規模の

流量である． 

４．対象河川 

 神通川は，岐阜県高山市の標高 1626 m の川上岳

を源とし，富山県内の一級河川である．流域面積は

2720 km²，流路延長は 120 km，であり，富山県第一

である．下流域内には北陸自動車道や国道 8 号，富

山空港等の富山県全体の基盤交通ネットワークがあ

る．このように本流域は上記の地域の社会，経済，

交通ネットワークの基盤を形成しているため，氾濫

の危険性が高い箇所を，正確に把握する事は重要な

課題である． 

５．結果 

既往最大洪水よりも更に大きな洪水を想定した増加

波形(洪水流量増加波形)では，総流量 1.3 倍，ピーク

流量 1.45 倍時に河川の合流地点において越水が生じ

た．ピークに重点をおいた洪水を想定した増加波形
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(ピーク流量増加波形)では総流量 1.0 倍，ピーク流量

1.48 倍時，長雨による洪水を想定した増加波形(長雨

波形)においても総流量 4.0 倍，ピーク流量 1.0 倍時

に同地点で越水がみられた．以上より河川の合流地

点は水位が上昇しやすいため、洪水時では越水の危

険性が最も高いことがわかった．橋架下は流下能力

が低く，越水の危険性がみられた． 

表-1 は国土交通省が公開している様々な確率分布

モデルを用いた神通大橋地点における 1/150 確率流

量である．最少となる 1/150 確率流量は対数ピアソン

Ⅲ型による 7200 m
3
/s，最大となる 1/150 確率流量は

平方根指数最大値分布による 9900 m
3
/s であった．対

象とする神通川の基本計画における基本高水流量は

9700 m
3
/s であり，上記の最小値から最大値の範囲に

含まれているため，この値は対象域の 1/150 規模の流

量として妥当であると考えられる． 

その一方で，得られた 1/150 確率流量には大きなば

らつきが生じている．また，既存の基本高水流量 9700 

m3/s は，得られた確率流量値の中でも高い値である．

以上より，検証に用いる確率分布モデルの違いによ

って結果が異なるため，既存の計画の規模(基本高水

流量)が 1/150 の洪水を想定していると判断すべきで

はないと考えられる．そこで本研究では，一般的に

適合度が良いとされている一般化極値分布を用いて，

既存の基本高水流量の検証を行った．結果を表-2 に

示す．表-2 からも既存の基本高水流量 9700 m
3
/s は

1/500 規模に相当する事が分かる．以上より，雨量確

率手法を基に策定された神通川の基本高水流量は，

1/150 程度と計画されているが，検証に用いた確率分

布モデルの違いによっては 1/150 以上の計画規模で

ある可能性がある． 
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図-2  ピーク流量増加波形 
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図-1  洪水流量増加波形 
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図-4 ピーク流量上位 10位の既往洪水波形 

図-3  長雨波形 

表-1  確率分布モデルによる各確率流量 

表-2  神通大橋地点における各確率流量 
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